










要約:不妊治療として行われる卵巣刺激周期においては, 多数の卵胞が発育するために自

然排卵周期に比して性ホルモン濃度が異常に増加する.  この過剰なホルモン環境が受精

卵の着床を阻害することが示唆されている. Keratinocyte growth factor (KGF)は,  ヒ

ト子宮内膜において着床期に一致して発現が増強することが知られている. 本研究では,

KGF の着床における役割を知ることを目的として.  マウス胚盤胞の着床に及ぼす KGF の

作用について検討した. KGF は胚盤胞の hatching,  attachment には影響を及ぼさなかっ

たが,  trophoblast spreding 面積を有意に増加させた. 胚盤胞には KGF 受容体が,  子

宮内膜には KGF 遺伝子が発現していることが RT-PCR 法によって示された.  子宮内膜に発

現する KGFはパラクリン作用によって胚盤胞発育を促進することが明らかとなった.


